
 

 

 

 

第 173 回 東三河午さん交流会を次のとおり開催いたします。 

日 時：平成２９年  ７月 ７日（金）１１：３０～１３：００ 

場 所：ホテルアークリッシュ豊橋 ４階テラスルーム  

講 師：（一社）奥三河ビジョンフォーラム 事務局長  清水良文 氏 

「奥三河の危機 ～今やカンフル剤はないのか？～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですから、 

 

 

 

 

★参加会費 3,000 円 [お食事・珈琲付き]   ※午さん会の年間会員：無料  

★参加ご希望の方は、ＦＡＸまたはＥメールにてお申し込み下さい。なお、前日 17 時

以降の欠席につきましては、後日会費の請求を申し上げますのでご了承下さいませ。 

《申込先》東三河懇話会（担当：小野）E ﾒｰﾙ ono@konwakai.jp TEL(0532)55-5141  

主催 : 東三河懇話会／(公社)東三河地域研究センター 

第 173 回 東三河午さん交流会  参加申込書      ＦＡＸ（０５３２）５６－０９８１ 

会社・団体名  

所属・役職名  

氏  名  電話番号  

 

2014 年、日本創成会議が発表した「消滅可能性都市」に、愛知県内では、新城市

をはじめとする奥三河全 4市町村が該当しました。 

奥三河の人口は、2015年の国勢調査で56,811人、30年前の1985年に比して14,829

人の減少、率にして 21%も減少しました。高齢化率も、北設楽郡では、45％を越え

ています。少子化は、何をか言わんや、です。このまま人口減少が推移すると近い

将来どうなるのでしょうか。 

奥三河の面積は、愛知県土の 20％。そのほとんどが山林です。しかし、東三河の

水源林となっているこの山林は、荒廃の一途を辿っています。愛知県の「あいち水

と緑づくり税」による間伐が、荒廃に少し歯止めをかけましたが、切り捨て間伐と

なって放置され、災害の危険が増しています。 

 この危機的状況を、多くの方が指摘しながらも打開策はあるのでしょうか。 

 奥三河の今を展望しながら、奥三河の将来はどうあるべきか私なりの見解をお話

したいと思います。 

≪講師より≫ 

 

東三河午さん交流会のご案内 
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